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エッセンシャルワーカー

　社会で必要不可欠な労働者のこと。キーワーカーまたはクリティカルワーカーとも言う。新型コロナウイルスの蔓
延で話題になりました。「ステイホーム」が推奨される中、外に出かけて不特定多数の人と関わりながら働く人々に
注目が集まりました。具体的には、医療福祉・公共インフラ・警察・消防・市役所・農業・食品・運輸物流・流通・保育など。

今月のキーワード今月のキーワード

ヒバクシャ国際署名

　「後世の人々が生き地獄を体験しないように、生きている間に何としても核兵器のない世界を実現したい」と核兵
器の廃絶を求め、ヒロシマ・ナガサキの被爆者が2016年４月に開始しました。現在、1000万筆を超える署名が国連に
提出されています。

おおさか自治体の仲間　2020年８月15日　第365号 ２３ 2020年８月15日　第365号　おおさか自治体の仲間

「
都
構
想
」
は
大
阪
全
体
の
地
方
自
治
を
変
質
さ
せ
る
と

訴
え
る
「
明
る
い
会
」
の
荒
田
事
務
局
長　
　
　
　
　

相談者の話を聞く本部役員

　

大
阪
維
新
の
会
の
松
井
代
表
は
11
月

１
日
の
住
民
投
票
実
施
を
表
明
。
コ
ロ

ナ
危
機
以
前
の
、
使
い
も
の
に
な
ら
な

い
協
定
書
案
を
住
民
投
票
に
か
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
つ
ぶ
し
の
大
阪
「
都
構
想
」。

大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
財
源

が
周
辺
市
町
村
に
流
れ
て
い
く
と
喜
ぶ

人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で

す
。
大
阪
市
か
ら
巻
き
上
げ
ら
れ
た
財

源
は
、
大
阪
万
博
や
カ
ジ
ノ
を
含
む
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

大
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開
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の

大
阪
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は
大
規
模
開
発
の

た
め
の
広
域
自
治
体
に

た
め
の
広
域
自
治
体
に

　

大
阪
府
は
広
域
自
治
体
で
す
。
府
の

大
阪
市
か
ら
巻
き
上
げ
た

大
阪
市
か
ら
巻
き
上
げ
た

財
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行
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先
は

財
源
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行
き
先
は

カ
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発

カ
ジ
ノ
・
万
博
・
大
型
開
発

　

大
阪
府
議
会
と
大
阪
市
会
の
臨
時
議

会
が
８
月
18
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
大

阪
「
都
構
想
」
の
制
度
案
（
協
定
書

案
）
を
議
決
す
る
た
め
で
す
。

施
策
は
府
内
市
町
村
と
の
関
係
で
決
ま

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
大
阪
「
都
構

想
」
で
は
、
大
阪
府
の
あ
り
方
が
大
阪

市
と
の
関
係
だ
け
で
論
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
11
月
の
大
都
市
制
度
協
議
会
で

は
、
大
阪
「
都
構
想
」
後
に
作
る
組
織

と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
戦
略
局
、
都
市
魅
力
文
化
局
、

都
市
計
画
局
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
具
体
的
に
は
カ
ジ
ノ
誘
致

の
夢
洲
と
梅
田
駅
北
側
開
発
、
そ
し
て

市
内
中
心
部
を
つ
な
ぐ
鉄
道
、
道
路
の

整
備
、
新
大
阪
と
関
西
空
港
を
結
ぶ
新

た
な
地
下
鉄
整
備
な
ど
大
規
模
開
発
に

機
能
と
財
源
を
一
元
化
し
、
大
阪
府
は

そ
の
た
め
の
広
域
自
治
体
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

府
民
の
要
求
最
優
先
は

府
民
の
要
求
最
優
先
は

コ
ロ
ナ
対
策
、
防
災
対
策

コ
ロ
ナ
対
策
、
防
災
対
策

　

大
阪
の
経
済
と
府
民
の
く
ら
し
を
守

り
、
医
療
と
公
衆
衛
生
、
防
災
対
策
に

力
を
注
ぐ
大
阪
府
で
あ
り
、
市
町
村
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
命
と
く
ら
し

を
最
優
先
に
し
た
大
阪
の
自
治
を
守
り

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
大
阪
全
体
で
運

動
を
拡
げ
ま
す
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動

 

（
７
月
28
日　

府
労
働
局
前
）

　

７
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
し

た
。
２
回
目
の
今
回
は
、
府
内
の
自
治
体
職

場
14
カ
所
で
宣
伝
ビ
ラ
も
配
布
し
、
組
合
の

違
い
を
こ
え
て
広
く
相
談
窓
口
を
案
内
し
ま

し
た
。

　

福
祉
職
場
の
非
正
規
職
員
か
ら
は
「
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
人
も
世
話
を
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
る
。
不
安
で
断
れ
な
い
か
」、「
保

健
所
の
検
診
が
中
止
に
な
り
、
仕
事
が
な
く

な
り
、
収
入
が
半
分
に
な
っ
た
」、
公
立
幼

稚
園
で
は
「
職
員
室
の
ク
ー
ラ
ー
を
園
長
が

つ
け
て
く
れ
な
い
。
今
年
は
マ
ス
ク
で
の
仕

事
で
大
変
つ
ら
い
」
な
ど
、
現
場
か
ら
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

今
な
す
べ
き
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
」！

今
な
す
べ
き
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
」！

が
最
優
先
課
題
」
と
述
べ
る
中

で
、
議
論
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
雇
用
を
守
る
こ
と
と

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
は
別
の
問
題
で
す
。

　

む
し
ろ
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
弱
い
立
場
の
非
正
規
労
働

者
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
も

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必
要

で
す
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
７

月
22
日
、「
地
域
別
最
低
賃
金

額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
は
、

そ
の
金
額
に
関
し
意
見
の
一
致

を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
」
と

す
る
答
申
を
出
し
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
額
を
め
ぐ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
を
口
実
に
し
て
財
界

は
、「
凍
結
」
を
主
張
し
、
安

倍
首
相
も
「
雇
用
を
守
る
こ
と

こ
ん
な
時
こ
そ

ず
れ
込
む
見
通
し
で
す
。

　

中
小
零
細
企
業
へ
の
支
援
を

含
め
た
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
と
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
の
確
立
、
生
計
費
に
見
あ
っ

た
大
幅
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
、
人
事
院
勧
告
に
む
け

た
職
種
別
民
間
給
与
実
態
調
査

の
作
業
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
月

例
給
の
調
査
は
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
た
め
、

例
年
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
い

る
人
事
院
勧
告
が
10
月
以
降
に
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暑
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め
て

暑
さ
対
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す
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め
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非
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れ


